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校名案の方向性について 

 

１ 校名案検討の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 校名案の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

【校名案の方向性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 

決定方法 

検討 

第１回 

具体的な校名

案候補提示 

第３回 

各委員から具体

的な校名案候補

１案を提示 

意見照会 

10月 

県教委ホームペ

ージ等で意見照

会 

校名案候補 

の絞り込み 

第４回 

候補多数の場合は

３案～５案へ絞り

込み 

【Ｂ案（事後意見照会方式）】 

開設準備委員会委員から提示された校名案候補について県教育委員会ホームペー

ジ等で意見照会し、その結果を踏まえて開設準備委員会で校名案候補を絞り込むも

の。 

 

  各委員から提示のあった「校名案候補」及び「その校名案候補とした理由」の内容

について確認するとともに、意見照会の進め方について協議する。 

第２回 

校名案の 

方向性提示 

各委員から校名

案の方向性(新

規･継続)を提示 

論 点 
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（１）校名案候補一覧（４件：５０音順） 

 

ＮＯ 校名案候補 校名案候補とした理由 

１ 

さんぼんぎあぐりふろんてぃあこうとうがっこう  この地域は新渡戸伝翁の開拓から始まってい

る。十和田市・六戸町の小・中学校では、常に開拓

魂を唱え、未来の地域創生を担う子どもたちを育

てている。三本木農業高校・十和田西高校・六戸高

校の校歌にはそれぞれ「拓き進むは我等が使命」

（三農）、「恵みの大地拓きたる先人の啓示を旨と

して」（十西）、「みちのくの果て広き野を、世々

に人びと開き来て」（六戸）とある。地名の「三本

木」に、各校の校歌に共通するテーマとする「開

拓・先進」を意味する「フロンティア」に「土地・

農業」を意味する接頭語「アグリ」を添えた複合語

として造語した。 

 

三本木アグリフロンティア 

高等学校 

２ 

さんぼんぎたくせいこうとうがっこう 歴史と伝統のある三本木農業高校の「三本木」

を継承し、３校に共通する開拓精神から「拓」を、

開拓の象徴である稲生川から「生」を用いるもの。

稲生川は十和田西高校のある西側から取水し、三

本木農業高校の前を通り、六戸高校のある東側ま

で大地を潤している。よって、統合校の校名にふ

さわしいと思う。 

 

三本木拓生高等学校 

３ 

さんぼんぎのうぎょうこうとうがっこう 他に良い校名案がなく、また、現在の通称「三

農」が県内外において広く浸透しており、校名を

変更するメリットがあまりないように感じられる

ため、無理に校名を変更することもないと思う。

統合校の「中身」の変更に重点を置き、校名は変更

しないということも有りうるのではないか。 

 

三本木農業高等学校 

 １２０年以上の歴史を考えると「三本木農業高

校」が良い。三本木農業高校は青森県農学校から

始まったことからも、「農」の言葉は外すわけには

いかない。 

 

十和田西高校、六戸高校、三本木農業高校をそ

れぞれ一本の木と見なし、それらが集まって「三

本木」とするもの。これから入学する生徒には歴

史、伝統、貫禄のある「三本木農業高校」がふさわ

しい。 
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 三本木農業高校は、伝統校であると同時に、現

在もなお、上北地区内外から学校の特色に大きな

期待を寄せて入学してくる生徒が多い。普通科の

併設により「農業高校」という校名に違和感を覚

える方もいらっしゃるかとは思うが、社会経済を

支える即戦力に秀でた人材を育成するという観点

から、普通科においても職業教育の特色を加味し

たカリキュラムを工夫すれば、普通科を有した農

業高校として十分理解してもらえるものと考え

る。 

 

 三本木農業高校は、高等学校教育改革推進計画

第１期実施計画において、職業教育を主とする専

門学科を持つ農業教育の拠点校となっていること

から、農業の冠を外すことは得策でない。よって

上北地区統合校は、普通科が設置されても、これ

までの基本どおり地域名プラス専門学科の組み合

わせによる「三本木農業高等学校」とした。 

 なお、かつて三本木農業高校には農業関係学科

のほかに、普通科や商業科を設置していた経緯が

あり、再び普通科を設置しても違和感がないこと。

また、秋田県立男鹿海洋高校には普通科が、千葉

県立銚子商業高校には海洋科が設置されている他

県の例からも、校名は歴史や伝統、そして地域産

業の背景を踏まえるべきと考えている。 

 

４ 

さんぼんぎのうぎょうけいたくこうとうがっこう ①３校に関わる地名として「三本木」が適当。 

②農業教育を中心とした教育活動が展開されるで

あろうことから、「農業」はそのままであることが

適当。 

③伝統ある「三本木農業」「三農」の名を残しなが

ら、３校の統合による新しい高校であることを考

え「恵拓」を加えた。これは、六戸高校・十和田西

高校の校歌に共通してある文字「恵」、３校に共通

する開拓の精神から「拓」を用いたもの。 

④ちなみに、「拓」を含む漢字２字の語は大概が国

内企業に採用されており、「恵拓」もインターネッ

トで企業名・人名として検索できる。 

 

三本木農業恵拓高等学校 
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【その他の校名案候補に関する意見】 

「三本木農業」の後に統合校の理念となる文字を加えてはどうか（三本木農業◯◯高

校）。地名から「三本木」、農業科の拠点校であることから「農業」、これに統合校とし

て将来へ向けての期待を込めて理念を加える。このことにより通称「三農」として継承

できる（六戸高校・十和田西高校・三本木農業高校の同窓生への配慮）。 

 

（２）意見照会（案） 

既に実施した西北地区統合校の校名に係る意見照会にならい、次のとおり意見照会

を実施することとしたい。意見照会結果は第４回委員会の資料としてまとめ、それぞ

れの意見を参考にしながら必要に応じて校名案候補の絞り込みを行う。 

なお、意見が多数あったものが、必ずしも校名案の候補となるものではない。 

 

【意見照会（案）の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○意見の募集期間 

 令和元年１０月１日（火）～１０月３０日（水） 

○意見の募集方法 

 県教育委員会ホームページ上に開設する入力フォーム、郵送、ＦＡＸ 

○意見の応募資格 

 制限なし 

○求める意見内容 

 上北地区統合校の校名としてふさわしいと考える校名案候補及びその理由 


